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要旨 
 
本研究の目的は、バドミントンの初心者指導にかかわる諸課題について検討し、ネット
型スポーツとしてのバドミントンの学習プログラムを開発することにある。本稿では第 1
に球技系スポーツの競技規則の中でネットの高さなどについての問題点を検討する。第 2
に、小学校体育科におけるバドミントンの教材化にむけて、導入段階プログラムの一部を
提案する。最後に、小学生初心者を対象としたバドミントン教室の事例について報告する。 
 
 
Ⅰ. 緒言 
 
筆者は、これまで 30年近くバドミントンの初心者指導を中心とした研究に取り組んでき
た。一方で、関東学生バドミントン連盟に属する大学バドミントン部のコーチや監督もい
くつか歴任し、日本体育協会の公認指導者資格（バドミントンコーチ）を 2011年に取得し
た。バドミントンにかかわる近年の論稿としては、「生涯スポーツ論からみたバドミントン
の楽しみ方」1)と「北京オリンピック大会におけるバドミントンの試合に関する研究」2)を
発表したほか、2010年 2月には本学のブックレットⅡ『バドミントンを知る本』3)を発刊し
た。また、本学の地域研究共生センター主催の地域連携講座としては、小学生を対象とし
た「初級バドミントン教室」(2012)を実施している。現任校では、小学校教員養成課程の
体育・スポーツ関連科目などを担当して 9年目になっている。 
ところで、現在わが国の教科体育におけるバドミントンは、中学校と高等学校の学習指
導要領の球技領域でバレーボール・卓球・テニスと共にネット型種目として例示されてい
る。小学校との学習系統について中学校学習指導要領保健体育編 4)をみると、「ボールや用
具の操作」と「ボールを持たない時の動き」が例示されているが、その内容はネット型に
共通する用具の操作及び動きというものの、一部分を除けばバレーボール（ソフトバレー
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ボール）に関するものである。高等学校学習指導要領保健体育編 5)についても、ほぼ同様な
記述となっている。 
小学校体育科では、現行の学習指導要領から発達段階を踏まえた指導内容の体系化を重
視したといわれている 6)。球技（ネット型）の内容の体系化については、文部科学省発行の
実技指導資料 7)が、そのことを詳細に著しており、大変参考になる。しかしながら、小学校
のゲーム及びボール運動領域には頁制限の都合もあるかもしれないが、ラケットを操作す
る種目の例示がなされておらず、中学校の学習内容との系統性に乏しいと考えられる。 
日本バドミントン協会編著の指導教本 8～11)の内容については、初心者指導の参考になる
部分もあるが、小学校体育科授業の教材として利用するには改善・工夫が必要である。前
述したように、筆者は初心者指導に関する研究を主に行ってきたが、可能な限り諸外国（中
国、イギリス、ドイツ、アメリカ、その他）のバドミントン関連文献にも目を通すように
してきた。しかし、それらのいずれに関しても、初心者のためのプログラムがほとんど提
示されていない。そのため、拙稿や拙著でその不備と必要性を指摘するとともに、自主構
築した不完全なプログラムで授業や公開講座等にあたっているのが現状である。 
現行の小学校学習指導要領から体育科の「ゲーム及びボール運動」領域が「ゴール型」「ネ
ット型」「ベースボール型」で示された 6)。これは、「児童が生涯にわたって様々なスポーツ
に触れると予想されることから、特定の種目ではなく、攻守の特徴や「型」に共通する動
きや技能を系統的に身につけるという視点から種目を整理したのが理由である。しかしな
がら、「ネット型」は中学年で「ソフトバレーボールを基にしたやさしいゲーム」と「プレ
ルボールを基にしたやさしいゲーム」が、また高学年では「ソフトバレーボール」と「プ
レルボール」がそれぞれ例示されている 6,7) だけである。そこに示された種目は、いずれも
個々の運動技術の獲得を経て集団的な活動によるボールゲーム（試合）が可能となり、授
業時における活動量の面や経済性（用具・備品）あるいはチームプレイ（社会的態度を含
む）の面では、バドミントンやテニス・卓球よりも優位性は否めないと考えられる。しか
しながら、この時期にラケットを用いたネット型スポーツにかかわる教材に触れておくこ
とも技術の系統発展性の観点から必要であろう。そのため、本稿では筆者が長年関わって
いるバドミントンを取り上げることにした。 
バドミントンの教本・参考書を調べてみると、初心者指導に特化したプログラムや記述
はほとんど見当たらないか、ページ数が極めて少ないことがわかる。筆者は、それらのこ
とを指摘したうえで、実践的研究に基づいた初心者指導プログラムを構築してきたが、未
だ完成に至っていないのが現状である。初心者指導の場合、子どもと大人では運動発達や
運動習熟の速度等に相違があるため、指導（学習）内容は同一にしないほうが望ましい。
特に、近年の子ども達は体力や運動能力の低下傾向または「二極化」傾向が指摘されて久
しいが、相変わらず顕著な改善はみられない。そのため、運動技術の習得にはきめ細かな
学習プログラムが必要だと考えられる。とりわけ調整力を高めなければならない時期（幼
児期・児童期）にバリエーションに富んだ運動遊びや基礎的運動の経験が乏しい現代の子
Mar. 2014 初心者を対象としたバドミントンの指導にかかわる研究 
 
81 
ども達には、ラケットやシャトルコック（以下、シャトルという。）を操作する以前に、ま
ずはそれらの導入段階としての運動感覚的なアナロゴン（類似の運動）注 1)を多く体験させ
たい。そのうえで、ラケットとシャトルを用いたゲーム及び初歩的なバドミントン（教材）
に親しむことが求められる。 
そこで本研究では、バドミントンの初心者指導にかかわる諸課題について検討し、ネッ
ト型スポーツとしてのバドミントンの学習プログラムの開発を目的とする。本稿では、ま
ず球技系スポーツの競技規則の中でネットの高さなどについての問題点を検討する。次に、
小学校体育科におけるバドミントンの教材化にむけて、導入段階プログラムの一部を提案
する。最後に、小学生初心者を対象としたバドミントン教室の事例について報告する。 
 
 
Ⅱ. 球技系スポーツの競技規則を参考にして 
 
1. バスケットボールのリングまでの高さとバレーボールのネットの高さについて 
バスケットボールのリングまでの高さは、ミニバスケットボール（以下、ミニバスとい
う。）を除き 305cmとなっている 12,13)。ちなみに、ミニバスのリングまでの高さは 260cmで
ある 14)。バスケットボールの最初の試合は 1891 年 12 月に行われた。その当時の競技規則
は 13箇条しかなかったが、創案者 J.ネイスミスは籠（バスケット）を体育館 2階のバルコ
ニーの足元（高さ 10 フィート；305cm）に釘で打ち付けた 15)。つまり、都合よく存在した
手すりに打ち付けたバスケットまでの高さ（10 フィート）が、現在も相変わらず正規のリ
ングまでの高さになっていると推測される。   
バレーボールの床からネット中央上端までの長さ（以下、ネットの高さという。）は、6
人制の一般男子が 243cm であるが、1896 年の模範試合での規則では 6 フィート 6 インチ；
198cmであった。その後、何度かの改正があり、ほぼ現行の高さになったのは初めてのルー
ル・ブックが出版された 1917 年で、高さは 8 フィート；240cm に上がった。このネットの
高さと併せてルール上の改定が必ずといってよい程なされているのも特徴的である。その
理由としては、攻撃力ばかりが強くなってラリーが続かなくなるのを防ぐためにルールの
改定が要求され、ネットの高さも次第に高くなっていったとの指摘がある 16)。 
表 1 は現行のバレーボールのネットの高さを示している。バレーボールには 6 人制と 9
人制があり、前者 17)のネットの高さは 200cm～243cm、後者 18)は 190cm～238cm となってい
る。つまり、両者ともに性別や年齢層（小学生・中学生・高校生＜家庭婦人＞・大学生及
び一般）により高さが異なっている。これらの年代別ルールは、森田 17) によれば日本独自
のものだという。一方、ビーチバレーボールについては、6人制（一般男子が 243cm 及び一
般女子が 224cm）と同じ高さの規定がある 19)ものの、年齢層に応じた規定はない。なお、試
合のプレーヤー数が 2 人と少ないこともあり、コートの広さは 6 人制よりも狭くなってい
る。さらに小学校学習指導要領解説体育編（2008）にも例示されているソフトバレーボー
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ルのルールに関しては、バドミントンコートを利用し、プレーヤー数が 4 人、ネットの高
さに関しては 200cmと規定されている。ただし、小学生の競技規則については 5・6年生が
200cm、4 年生以下は 180cm となっているとともに、児童の体力や運動能力等に応じて、規
定の高さにこだわらなくてもよいとしている 20)。これまで、小学校体育館にバドミントン
コートの線（ライン）が引かれていることは僅かだった。しかしながら、今後はソフトバ
レーボールとバドミントンの兼用可能なコートラインを引く学校が増えるものと考えられ
る。 
 
                表１ バレーボールのネットの高さ 17～20) 
  
　 　 　 　 （  c m 　 ）
種 別 性 別 6 人 制 9 人 制 ソ フ ト バ レ ー ボ ー ルビ ー チ バ レ ー ボ ー ル
男 子 243 238 243
女子 224 215 224
●　243 ―
▼　240 ―
女子 220 205 ―
男子 230 215 ―
女子 215 200 ―
小学生 男女 200 190 180, 　200 ―
　　＊　9人制のみ家庭婦人があり、高校生女子と同じ
●　公式大会
▼　地方大会
大 学 生 / 一 般
中 学 生
200
高 校 生
*  家 庭 婦 人
男 子 225
 
2. テニスと卓球について 
近代テニスが誕生する以前の発展史は、次のような 4 段階からなるといわれている。す
なわち、第 1 段階はテニス型打球戯が、各地域や民族や時代ごとに独自に誕生して、民族
移動や戦闘による接触以外にはほとんど交流のないままにそれぞれの発展の道を歩んだ頃。
第 2 段階は 11 世紀にフランスの修道院で初めて＜ジュ・ド・ポーム jeu de paum＞（手
のひらのゲーム）が考え出され、16世紀のポームの全盛期を迎えるまで。第 3段階は 16世
紀始めから 19 世紀末までのポーム全盛時代。第 4 段階は 1870 年代に始まる＜テニス＞の
近代化から今日に至るまでの期間である 21)。 
フランスでリアルテニス（real tennis）またはロイアルテニス（royal tennis）といわ
れていたものが、いく世紀もの間にいろいろ工夫されて、ひとつは戸外で行うローンテニ
ス（lawn tennis）＝現在のテニスとなり、もうひとつが室内で行うテーブルテニス（table 
tennis）＝現在の卓球に進化したとの説 22,23)がある。そのローンテニスは、1870 年代にポ
ームのイギリスでの発展形態であるリアルテニスが、それまでのクラブ所有のコートの主
体性に委ねられていたルールを統一しようとする動きや、ウィングフィールド（少佐）に
よる提案とそのルールの整備、統一への努力がなされ、それまでの時代とは異なる新しい
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＜テニス＞となって始まった 24)。 
表 2 は、テニスのネットの高さの変遷についてまとめたものである。1874 年当時のネッ
ト中央の高さは 4フィート 8インチ；142cm、支柱（両サイド）の高さは 5フィート；152cm
であったが、ネット中央の高さは 1878年に、また支柱（両サイド）の高さについては 1883
年に、現行競技規則の高さになったといわれている 25)。現行競技規則におけるネット中央
の高さは 3 フィートないしは 1 ヤード；91.4cm、ネットポスト（支柱）の高さは 3 フィー
ト 6 インチ；107cm である。ただし付則Ⅵにおいて、10 歳以下テニス大会用のコートにつ
いては、ネット中央の高さを 80.0～83.8cmとしても良い 24)となっている。 
これに対して卓球（テーブルテニス）は、前述のようにテニスから派生して競技化され
たスポーツである。はじめはローンテニスを楽しんでいた仲間たちが、雨天でゲームを中
断している間の時間つぶしに、クラブハウスの床やテーブルを使って遊んでいるうちに、
思いつきのルールを定めて楽しむようになった。1884 年のエアローズ株式会社のスポーツ
用品カタログには卓球用具が掲載されている。これがおそらく工場で製造された最初のも
のであろう 23)。その後、1921年にイギリスで卓球協会が創立され、1926年には国際卓球連
盟が発足した。ネットの高さ（テーブルの上面からネットの最上部）に関しては、1936 年
にアメリカ卓球協会から 6 インチにする提案が出され、1 年間の試行期間を経て、1937 年
には従来の 6.75 インチから現行競技規則の 6 インチ；15.25cm（＊ラージボール卓球は
17.25cm）に改正された。また、卓球台の高さについては、現行の国際公式規格が 2フィー
ト 6インチ；76cmとなっている。ちなみに、この高さは 1902年に坪井玄道がイギリスから
持ち帰った卓球規則書にも記されていたようだ 22)。 
 
        表 2 テニスのネットの高さの変遷 
  
1874 5フィート（152.4019cm） 4フィート8インチ（142.2415cm）
1875 5フィート 4フィート（121.9215cm）
1877 5フィート 3フィート3インチ（99.0611cm）
1878 4フィート9インチ（144.7815cm） 3フィート（91.4411cm）
1880 4フィート（121.9215） 3フィート
1883～ 3フィート6インチ（106.6811cm） 3フィート
現在 3フィート6インチ(107cm) 3フィート(91.4cm)
年 ネ ッ ト の 高 さ （ s i d e ） ネ ッ ト の 高 さ （ c e n t e r ）
　　　　　　『【最新】スポーツ大辞典』839頁を岸が一部改変  
3. バドミントンのネットの高さについて 
先述したように、近代スポーツとしてのバドミントンのはじめは、イングランドでバド
ミントン協会（The Badminton Association）が結成された頃と推察される。同バドミント
ン協会結成前後のルール等については、蘭の報告 26～28)が興味深い。その中で、1898～1901
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年にオフィシャルルールの激変期があり、現在のようなルールに落ち着いたと述べている。
つまり、現行ルールの大枠は 100 年以上も前に制定されてからほとんど変わっていない。
特に、ネットの高さはサイド（支柱の高さ）が 5フィート 1インチ；155cm、中央部が 5フ
ィート；152.4cmであり、コートの広さは 44 フィート（約 13.4m）× 20 フィート（約 6.1m）
のままである 29)。（表 3参照） 
先にあげた蘭の報告をみてもネットの高さを 5 フィートに決めた理由は明らかになって
いない。しかしながら、筆者は当時の成人の身長と何らかの関係があるものと推測してい
る。そこで、The Badminton Associationが結成された当時のヨーロッパ諸国の成人の身長
について調べてみた。その結果、1891-95 年におけるヨーロッパ 15 カ国（オーストリア、
ベルギー、デンマーク、フィンランド、フランス、ドイツ、イギリス、ギリシャ、アイル
ランド、イタリア、オランダ、ノルウェー、ポルトガル、スペイン、スウェーデン）の若
年成人男子（young adult）の平均身長は約 164cm～172cm であり、イギリス人にあっては
169cm程度だった 30)。2010 年度のイギリス成人男子（25～34 歳）の平均身長は 177.6cmで
ある 31)ため、120年余りで 8 cm 程度伸びていることが明らかになった。未だ、当時のイギ
リス人成人男子等の身長を基準として、ネットの高さが決定したかどうかは不明だが、教
材化するためには日本バレーボール協会が採用しているような、体格や年齢層等に見合っ
たネットの高さやコートの広さの採用（改定）があっても良いと考えられる。 
以上の結果、ネットの高さや支柱の高さについては年代や性別に応じた競技規則がある
スポーツと長い間競技規則の改訂を行っていないスポーツがあることが分かった。 
    
表 3 バドミントンのネットの高さの変遷 26～29) 
              
1874 5フィートかそれ以上 -
   （152.4019cm）
1875 約5フィート6インチか5フィート -
   (167.6419cm)
1876 5フィート 4フィート6インチ
(137.1615cm)
1878 5フィート6インチ 4フィート6インチ
1879 5フィート 5フィート（中央で弛ませない）
（152.4019cm）
1881 5.5フィート -
(167.642cm)
1883 約5フィートか5.5フィート -
1898～ 5フィート1インチ 5フィート 
(154.9419cm)
現在 5フィート1インチ 5フィート
  （155cm）   （152.4cm）
年 ネットの高さ（side） ネットの高さ（center）
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Ⅲ. バドミントンの教材化にむけて 
 
 バレーボールは 1896年頃、バスケットボールの“生みの親”J.ネイスミスに師事したホ
リヨークＹＭＣＡの体育主事 W.G.モーガンがテニスとハンドボールをヒントに考案 32)し、
今日の隆盛した競技となっている。一方でバドミントンの歴史を調べてみると、バドミン
トンの原型と思われる羽根つき形態の遊戯がいつ頃、どのような国で、いかに発展し、現
在のような競技形態になったのかについては諸説があるものの、第 1 次資料の僅少さによ
り、明らかにすることは極めて困難と考えられる。今のところは、ネットとコートを使っ
た基本的な形態の「バトルドア・アンド・シャトルコック」が発展した 33,34)との説が有力
といわれている。これに対して、近代バドミントンの発生については、1893 年にイングラ
ンドのハンプシャー州で統一ルールの作成に賛成した 14のクラブによって、バドミントン
協会（The Badminton Association）を結成した頃 3)とするのが妥当だと考えられる。 
 近代バドミントンは、バレーボールと同時期に発生したネット型スポーツと考えられる
ため、「技術・戦術の発展過程を中核的な教科内容として位置づけ、ルール史や施設・用具
史を補助的な教科内容とした教材」35)の提案が可能となる。それらは、まず中核的な教科内
容としての技術・技術史の分析を経て、抽出された当時の技術や戦術を再現し追体験でき
る。次いで、攻防の発展過程を中心とした技術・戦術史を学ぶことができる。さらには、
実技の段階で、補助的な教科内容としてのルール史や施設・用具史も学べる。しかしなが
ら、これらに関連したバドミントンのプログラムは、バドミントンの歴史的発展と個人の
上達過程に着目し指導体系の一部を提示した阿部の研究 36)以外、今日までほとんど見られ
ない。 
そのため、まずは幼児・児童期における運動遊びや基礎的運動の重要性に鑑み、身体を
調節する力；調整力（coordination ）注 2）の著しい発育・発達を目標とした運動課題を幼
児や小学校低学年で経験させることが重要である。さらに進んで、中・高学年ではネット
型スポーツに共通するようなプログラム及びバドミントンの「導入段階プログラム」を学
習させたい。けれども、後者の体系化されたプログラムは今のところ提示されていない。 
そこで、本稿では筆者が考案したプログラムの一部を紹介する。表 4 は、ラケットを操
作するネット型スポーツのバドミントンについて、「技能」に関する内容を学校体育実技指
導資料第 8 集（文部科学省,2010）の付録（122 頁）の表に、筆者の提案（網掛け部分）を
加筆したものである。詳細な説明は稿を改めるとして、＜ゲームの様相＞、＜ボールや用
具の操作＞及び＜ボールを持たない動き＞のそれぞれについて、例示を挙げておいた。 
今後も教材化に向けて、岩田の教材づくりの方法 37)や福原らの例 38)を参考に、ラケット
スポーツの特性からみたバドミントンの導入段階プログラムや競い合いに勝つための課題
及びその解決方法等を考えていきたい。 
次章では、支柱の改良とネットの高さに配慮した小学生バドミントン教室の事例につい
て報告する。 
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表 4 球技（ネット型）の内容の体系化７） 
多くの領域の学習を経験する時期
第１学年・第２学年 第3学年・第4学年 第5学年・第6学年
ゲーム ゲーム ボール運動
（ボールゲーム） （ネット型ゲーム） （ネット型）
ボールゲームでは、簡単なボール操作やボール ネット型ゲームでは、ラリーを続けたり、ボールを ネット型では、簡易化されたゲームで、チームの
を持たないときの動きによって、的に当てるゲー つないだりして易しいゲームをすること。 連係による攻撃や守備によって、攻防をするこ
ムや攻めと守りのあるゲームをすること。 と。
簡単なボール操作の「ボール遊び」と簡単な規則 　「易しいゲーム」とは、簡単なボール操作で行 操作しやすいボールを用いたり、ボール操作につ
で行われる「ボール蹴りゲーム」をいう。 える、比較的少人数で行える、身体接触を避け いての制限を緩和することを通して連係プレーに
るなどのゲームをいう。 よる攻撃やそれに対応する守備がしやすくなる
ゲ （ア）物やマークなどの的に向かってボールを投 ように簡易化されたゲームをする。
げたり蹴ったりする的当てのボール遊びで、個人 （ア）ごく軽量のボールを片手や両手ではじいて
解 対個人、集団対集団で競争するゲームをする。　 自陣の味方にパスをしたり相手コートに返したり （ア）軽くて柔らかいボールを片手や両手で操作
（イ）攻めと守りを交代しながらボールを投げたり して、ラリーの続くゲームをする。また、弾むボー したり、チームの連係プレーによる攻撃が成り立
｜ 蹴ったりするゲーム（攻守交代のベースボール ルを床や地面に打ちつけて相手コートに返し、ラ つようにすばやく場所を移動したりして、ネットを
型に発展）をする。　 リーの続くゲームをする。 はさんだゲームができるようにする。
（イ）自陣から相手コートに向かって、相手がとり （イ）ボール操作についての制限を緩和したボー
＜ボール遊びの例示＞　 にくいようなボールを返すゲームをする。 ルがつながりやすい状況の中で、相手が捕りに
ム ○いろいろなボールを投げたり、ついたり、捕った くいようなボールを打ち返すことができるように
りしながら行う的当て遊びやキャッチボール ○ソフトバレーボールを基にした易しいゲーム する。
＜ボール投げゲームの例示＞ ○プレルボールを基にした易しいゲーム
○ボールを転がしたり、投げたりする的当てゲー 　プレルボールは、自陣の床にこぶし又は前腕を ○ソフトバレーボール
の ム 用いてボールを打ち付け、味方にパスをしたり、 ○プレルボール
○的当てゲームの発展したシュートゲーム 自陣のコートにボールを打ちつけて低いネットを
○ボールを転がしたり、投げたりする的当てゲー 越し、相手のコートにボールを返したりするゲー
説 様 ム ムである。中学年では平手打ちや両手打ちを許
○ボールを転がしたり、投げたりするドッジボール 容し、チームの人数、ネットの高さ、コートの大き
＜ボール蹴りゲームの例示＞ さなどを工夫することで易しいゲームをする。
相 ○ボールを蹴って行う的当てゲーム　
○的当てゲームの発展したシュートゲーム
○ボールを蹴って行うベースボール
＜シャトルコックを用いた遊び＞ ☆自陣サービスコートから相手サービスコートに ○ミニバドミントン
○シャトルコックを投げる的当てゲーム 向かってサービスを行い、相手が打ちやすい高 ☆ナイロン製シャトルコックとショートラケット（ジュ
技 ○シャトルコックを投げて捕るゲーム さや位置に返球して、ラリーが続くゲームをする。 ニア用）を用いて、サービスコート内でのゲーム
○シャトルコックのジャグリング ☆自陣サービスコートから相手サービスコートに をする。ネットは弛ませた状態から徐々に張って
向かって、相手がとりにくいような高さや位置に いく。（アンダーアーム及びサイドアームストロー
＜シャトルコックとラケットを用いた遊び＞ 打ち出すゲームをする。（いずれもネットからショ クとする）
提 ○ラケットにシャトルコックをのせてその場で行う ートサービスライン付近までとする）
ゲーム
○ラケットにシャトルコックをのせて移動しながら ○バドミントンを基にした易しいゲーム
案 行うゲーム 　中学年ではネットなしで打ち合うゲーム。シン
グルスコートの半分を利用し、ネットは弛ませて
おいてショートラケットを用いて打ち合うゲーム。
能 正面に向き合った相手や対角線上の相手と打ち
合うゲーム。（全てアンダーアームストロークとす
る）
ボ ＜ボール遊びの例示＞ [例示] [例示]
｜ ・大小、弾む・弾まないなど、いろいろなボール ・いろいろな高さのボールを片手又は両手では ・自陣のコート（中央付近）から相手コートに向
ル で、つく、転がす、投げる、当てる、捕る、蹴る、 じく、打ちつけるなどして、相手コートに返球する けサービスを打ち入れること。
や 止めるなどの簡単なボール操作をすること。 こと。 ・味方が受けやすいようにボールをつなぐこと。
例 用 ・相手コートにボールを打ち返すこと。
具 ＜ボール蹴りゲームの例示＞
の ・ねらったところに緩やかにボールを投げたり、
操 転がしたり、蹴ったりすること。
作 ・ボールを捕ったり止めたりすること。
＜シャトルコックを用いた遊びの例示＞ [例示] [例示]
・ナイロン製、コンポジット製及び水鳥製のシャト ・いろいろな高さに飛んでくるシャトルコックをラケ ・自陣のサービスコートから相手サービスコート
ルコックに触る、投げる、捕ること。 ットの面を使って返球すること。 に向けサービスを打ち入れること。
提 ・ラケットの両面を状況に応じて使いわけ、相手
コートにシャトルコックを打ち返すこと。
案 ＜シャトルコックとラケットでの遊びの例示＞
・ラケットにシャトルコックをのせて、その場で体
勢を変えること。
・ラケットにシャトルコックをのせて運ぶ操作をす
ること。
ボ ＜ボール蹴りゲームの例示＞ [例示] [例示]
｜ ・ボールを操作できる位置に動くこと。 ・ボールの方向に体を向けたり、ボールの落下 ・ボールの方向に体を向けて、その方向に素早く
ル ・ボールが飛んだり、転がったりしてくるコースに 点やボールを操作しやすい位置に体を移動した 移動すること。
を 入ること。 りすること。
も
示 た
な
い
動
き
＜シャトルコックとラケットでの遊びの例示＞ [例示] [例示]
・ラケットとシャトルコックを操作する手や腕の動き ・シャトルコックの方向に体を向けたり、シャトル ・シャトルコックの落下方向に体を向けて、その方
提 ができること。 コックの落下点やラケットを操作しやすい位置に 向に素早く移動すること。
・シャトルコックの飛行特性がわかること。 体を移動したりすること。
案
内容
小　学　校
各種の運動の基礎を培う時期
学校種
発達の段階
領域
（領域の内容）
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Ⅳ. 小学生初心者バドミントン教室の実践事例 
 
                表 5 教室参加小学生の身体的特性等 
  
受 講 生身 長 ( c m )靴 サ イ ズ ( c m )指 極 ( c m )ド ッ ジ ボ ー ル 投 げ ( m )テ ニ ス ボ ー ル 投 げ ( m )小 学 校 名学 年 性
A 119 20 110 3 7 Ⅰ 3年 F
B 122 22 122 5 12 Ⅰ 3年 F
C 125 21 119 5 14 Ⅰ 3年 F
D 126 21 122 5 7 Ⅱ 3年 F
E 128 22 122 5 9 Ⅲ 4年 F
F 130 22 128 11 19 Ⅱ 4年 M
G 134 22 134 7 13 Ⅲ 3年 F
H 134 22 130 5 13 Ⅰ 4年 F
I 136 22 134 7 11 Ⅲ 4年 F
J 136 21 127 12 21 Ⅲ 5年 M
K 140 22 137 4 9 Ⅰ 3年 F
L 140 23 133 10 17 Ⅱ 4年 M
M 140 22 146 9 15 Ⅲ 5年 F
N 140 23 146 13 30 Ⅲ 5年 M
O 141 21 131 6 8 Ⅲ 3年 F
P 141 22 141 7 11 Ⅲ 5年 F
Q 143 23 140 11 22 Ⅰ 4年 M
R 145 22 140 9 9 Ⅲ 5年 F
Mean 134.4 21.8 131.2 7.4 13.7
S.D. 7.7 0.8 9.8 3.0 6.1  
 
１．概要 
本学地域研究共生センター主催の地域連携講座として、小学校 3年生～5年生を対象とし
た「初級バドミントン教室」を実施した。表 5 は、バドミントン教室に参加した小学生 18
名の身体的特性等を示している。身長と靴のサイズは自己申告したものを小数点以下切り
捨てとしてあらわした。 
■実施期間：2012年 5月 26日～7月 21日（原則、毎週土曜日） 
■実施時間及び回数：毎週土曜日（6月 9日を除く）14時～15時 30分 
■実施場所：共愛学園前橋国際大学体育館 バドミントンコート 6面 
■募集条件：本学周辺の前橋市立小学校 3校に募集案内を配布した。3年生～5年生でバド
ミントンが初心者の男女 20名（ただし、今回は右利きのみ）を募集した。なお、全 9回に
参加できることを条件とした。受講料は無料であったが、（財）スポーツ安全協会のスポー
ツ安全保険に加入するため 1 人当たり 800 円を徴収した。また、拙著『バドミントンを知
る本』を贈呈した。 
■受講者：事前に本教室の趣旨を説明し、本人及び保護者が了解した 18名であった。 
■用具：ラケット；ヨネックス製 ISOMETRIC KIDS45、シャトルコック；ヨネックス製 
MAVIS 2000 及びミズノ製 COMPOSITE FEATHER SHUTTLECOCK、バドミントン支柱 6セット；
セノー㈱製。そのうち、1セットについてはセノー㈱に特注したもの注３）を使用した。バド
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ミントンネット 6セット；ヨネックス製。 
■教室の撮影と観察：3台のビデオカメラ（Panasonic製 NV-GS250）をフロワー及びギャラ
リーに設置した。撮影は、本学の児童教育コースに所属する 3 名の学生が行った。毎回教
室終了後にビデオ録画を再生し、運動観察の参考にした。 
２．実施プログラム 
表 6 は第 1 回～第 9 回の目標を示している。第 1 回は通学する小学校が異なる受講生 18
名が初めて顔を合わせた日であるため、この教室の雰囲気づくりに重点をおいた。第 2 回
はバドミントンの導入段階の遊びとシャトルコック及びラケットに慣れる練習課題を行っ
た。第 3 回～第 8 回は、サービスおよび各種ストローク（ショット）の習得を目指した練
習課題を行った。最終回は半コートのシングルスゲームを中心に行った。また表 7 は、今
回実施したプログラム（内容）の一覧である。 
 ３．児童たちの運動観察で見えてきたこと（概略） 
 受講生の 3名が病気で 1～2回休んだ。それ以外は無欠であった。初回に投動作の習得状
況と投力の調査を行った。その結果、3名が投げる際に利き腕側の脚を踏み出す動作であっ
た。また、第 2回に行った＜その場、シャトル突き（1人）＞では、ほとんどの児童が 1回
～3回程度しか続けて突くことができなかった。この結果は、筆者が過去に指導した中学生
以降の人たちと比べて明らかに少ないため、さまざまな運動経験の乏しさが影響している
のではないかと考えさせられた。それでも、ほとんどの児童はラケットやシャトルに触れ
る回数が増えることによって、空振りが減り、シャトルの飛行に合わせてラケットをさば
けるようになっていった。それは後半（第 7 回）に同じ課題を行って実証済みである。一
方で、本教室で試行した特注の支柱と市販のジュニア用ラケットは、小学校 3年生～5年生
の身長を考慮すれば適正なことが示唆されたため、さらに検証を続けていきたい。 
初心者の場合、まず腕の延長線上にあるラケット先端までの長さにかかわる感覚やシャ
トルの飛行特性を掴むことが求められる。そのためには、初心者自身が練習課題を習得（課
題解決）していく過程で、シャトルの飛行に応じたラケットの動かし方などを意識して取
り組むことが大切である。また、教師や指導者は初心者の運動を観察しながら的確な支援
と指導を施し、習熟過程に応じた練習課題を提供しなければならないと考えられる。 
                
表 6 各回の目標 
     
第1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
プッシュレシーブを打てるようにしよう
オーバーヘッドストロークをおこなってみよう
シングルスゲームをおこなってみよう
参加した18人が仲良くなり、楽しく学びながら上達を目指そう
シャトルコックとラケットで遊んでみよう
ヘアピンとショートサービスのおこない方を知ろう
ロングハイサービスを打てるようにしよう
ロビングを打てるようにしよう
ドライブを打てるようにしよう
 
Mar. 2014 初心者を対象としたバドミントンの指導にかかわる研究 
 
89 
 表 7 実施プログラム一覧 
1 1
2 2
3 3
4 4
5 5
6 6
7 7
8 8
9 9
10 10
11 11
12 12
13 13
14 14
15 15
1 1
2 2
3 3
4 4
5 5
6 6
7 7
8 8
9 9
10 10
11 11
12 12
13
14
15
1 1
2 2
3 3
4 4
5 5
6 6
7 7
8 8
9 9
10 10
11 11
12 12
13
14
15
1 1
2 2
3 3
4 4
5 5
6 6
7 7
8 8
9 9
10 10
11 11
12 12
13 13
14
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
第１回実施プログラム
 ドッジボールを投げてみよう　1人2回ずつ
 バンダナボールを投げてみよう 1人1回ずつ
 テニスボールを投げてみよう  1人1回ずつ
 ジャグリングをしよう　(ナイロンシャトル、1人2個ずつ)
 シャトルをキャッチしよう　(2人組、両手に1個ずつ)
 ラケットフェイスにシャトル1個を乗せたまま歩いてみよう
 自己紹介(岸、受講生)
 名札とゼッケンを配る
 教室の方針について話す
 指極の測定と足のサイズを記入させる
 マルモリモリモリ体操をみんなで踊ろう（準備体操）
 新聞紙で紙鉄砲を作つて遊ぼう
 今日の練習について話す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　準備体操
 キャッチ　＆　スロー　　（2人組）
 シャトルの筒に当てよう　（6人1組横隊）　シャトル1人2個
 シャトル合戦　（3人1組）
 ノックされたシャトルをキャッチしよう    　　　　　　　　　　　　 →　休憩時間
 ラケットフエイスにシャトル1個を乗せたまま、回旋リレーをしよう
 整理体操
 今日の振り返り
 3人組シャトル突き　フォア、バック
 整理体操
 今日の振り返り
 名札とゼッケンを配る
 今日の練習について話す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　準備体操
 ラケットの握り方　基本の構え
 その場　シャトル突き（1人）　フォア、バック、フォア＆バック
 その場　シャトル突き高低（1人）　フォア、バック、フォア＆バック
 歩きながらシャトル突き（1人） フォア、バック、フォア＆バック
 小走りシャトル突き（1人） フォア、バック
 2人組シャトル突き　フォア、バック
 名札とゼッケンを配る
 前回の練習を振り返らせる
 今日の練習について話す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　準備体操
 支柱にネットを張る
 弛んだネットをはさんでショートサービスにつなげる課題　フォア
 整理体操
 今日の振り返り
 ラケットを持って基本の構え　復習
 支柱にネットを張らせる（張り方を教える）
 弛んだネットをはさんで交互に突きあう　2人組　　フォア
 弛んだネットをはさんで交互に突きあう　2人組　　バック
 張ったネットをはさんで交互にできるだけ長く突きあう 　フォア＆バック
 弛んだネットをはさんでショートサービスにつなげる課題　バック
 ネットをはさんで交互にロングハイサービスを打ってみよう①
 ネットをはさんで交互にロングハイサービスを打ってみよう②
 ネットをはさんで交互にロングハイサービスを打ってみよう③
 整理体操
 今日の振り返り
 ラケットを持って基本の構え　復習
 フォアハンドからのロングハイサービスの構え方
 ラケットを床に置いて素手でシャトルを打ってみよう
 どのように打てば遠くにシャトルは飛ぶか考えてみよう
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　休憩時間
 ロングハイサービスの示範を観察させる
 名札とゼッケンを配る
 前回の練習を振り返らせる
 3組（6人ずつ）に分かれてロビングを行う　フォア
 3組（6人ずつ）に分かれてロビングを行う　バック
 整理体操
 今日の振り返り
 名札とゼッケンを配る
 前回の練習を振り返らせる
 今日の練習について話す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　準備体操
 ラケットを持って2列横隊に広がらせる
 基本の構え→素振り
 ロビングのラケットスイングと脚の踏み出しについて話す
 ネットを張った（高さ140cm）状態でのプッシュ　フォア
 ネットを張った（高さ140cm）状態でのプッシュ　バック
 整理体操
 今日の練習について話す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　準備体操
 ラケットを持って2列横隊に広がらせる
 基本の構え→素振り
 各コートに支柱を立てネットを張らせる
 ドライブの示範を観察しよう
 弛ませたネットはさんでドライブに挑戦してみよう　フォア・バック
                                                                                休憩時間
 各コートに支柱を立てネットを張らせる
 7ポイント１ゲームマッチとする　　　　　　　　　　　休憩時間は適宜取らせる
 今日の振り返り
 名札とゼッケンを配る
 これまでの練習を振り返らせる
 これまで行ったストロークの素振りを行わせる
 ネットを張った（高さ140cm）状態でスマッシュを打つ　フォア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　休憩時間
 横向きになってラケットを構え、左手を高く上げてシャトルをキャッチする
 ネットを張った（高さ152.4cm）状態でクリアを打つ　フォア
 整理体操
 プッシュレシーブ（新課題）の示範を観察させる
 ネットを張った（高さ140cm）状態でレシーブ　フォア　　フィーダーは手投げ
 ネットを張った（高さ140cm）状態でレシーブ　バック　　フィーダーは手投げ
 今日の振り返り
 名札とゼッケンを配る
 前回の練習を振り返らせる
 今日の練習について話す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　準備体操
 ラケットを持ってフロアいっぱいに広がらせる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　休憩時間
 ネットを張った（高さ140cm）状態でのドライブ　フォア
 ネットを張った（高さ140cm）状態でのドライブ　バック
 今日の練習について話す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　準備体操
 ラケットを持ってフロアいっぱいに広がらせる
 これまで行ったストロークの素振りの示範を観察させる
 オーバーヘッドストロークのラケットワークを観察させる
 オーバーヘッドストロークの素振り
 整理体操
 今日の振り返り
 その場シャトル突き（復習）
 その場シャトル突き　バックハンドで高く（新課題）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　休憩時間
 名札とゼッケンを配る
第２回実施プログラム
第３回実施プログラム 第４回実施プログラム
第５回実施プログラム 第６回実施プログラム
第７回実施プログラム 第８回実施プログラム
第９回実施プログラム
 整理体操
 集合記念写真を撮影する
 教室修了の挨拶（保護者を交えて）
 解散
 今日の練習について話す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　準備体操
 ラケットを持たせる
 シングルスゲームの行い方（審判法を含む）の説明を聞かせる
 グループ（３つ）を発表する
 グループ毎に半面シングルスゲームを行う
                                                                                休憩時間
 名札とゼッケンを配る
 支柱とネットを張らせる
 前回の練習を振り返らせる
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Ⅴ. 結語 
 
 本稿では、小学校体育科のネット型スポーツとしてのバドミントンの学習プログラムを
開発することを目的とし、その基礎研究として、まず球技系スポーツの競技規則の中でネ
ットの高さなどについて問題点を検討した。その中で、ネットの高さに関しては年代や性
別に応じた競技規則があるものと長い間改訂を行っていないものがあることが確認された。
次に、小学校体育科におけるバドミントンの教材化にむけて、導入段階プログラムの一部
を球技（ネット型）の内容の体系化の表に加筆提案した。最後に、小学生初心者を対象に
実施したバドミントン教室について述べた。今回実施したプログラムの大半は、筆者がこ
れまでに中学生以降の年代の初心者を対象に行い、成果をあげてきたものである。しかし、
今回の実践においては修正を少し加えたのみであったため、さらに検討が必要だと考えら
れる。今後は、諸外国のナショナル・カリキュラムや初心者指導におけるバドミントンの
実態について、さらに調査研究を進めたい。 
 
 
付記 
 本研究は、第 24 回日本コーチング学会大会（平成 25 年 3 月 15 日・16 日,広島大学）で
ポスター発表した内容を修正・加筆したものである。 
 
＜謝辞＞本稿の執筆にあたり、日本体育大学の古川暁也教授や新潟大学の牛山幸彦教授並
びに大庭昌昭准教授から助言をいただいた。あらためて深謝申し上げます。 
 
 
注 
1）三木 39)によれば、アナロゴン（analogon）とは、ギリシャ語の類似物、類似体を意味
している。スポーツや体育の運動指導において、動きのアナロゴンは、動きの発生や意味
構造から似た動きの感じをもって、あるまとまりのある動きのかたちを意味する言葉とし
て用いられる。 
2）調整力について、池上 40)は次のように述べている。「運動を調節する能力とは、筋の収
縮によって発生した力を、その運動の目的に沿ってできるだけ有効に利用できるようにか
らだの動きを調節する能力であり、敏捷性、平衡性、巧緻性および柔軟性などに分けられ
る。調整力といわれる体力は複合体力であり、平衡性、敏捷性および巧緻性などの要素を
含む。」 
 3）本来、日本バドミントン協会検定品のバドミントン支柱の長さは 155cm であるが、今
回、ソフトバレー及びインディアカ兼用支柱に改良を施したもの（長さ 125cm～195cmまで
が可能）を特別注文した。 
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Abstract 
Teaching Badminton to Beginners: 
Teaching materials in elementary school physical education 
 
Kazuhiro KISHI 
The purpose of this study is to develop a learning program for a net sport 
by examining various issues related to the teaching of beginning learners of badminton. 
The first issue considered is the issue of rules involving the height of nets in ball-game 
sports. The second issue illustrates one part of an introductory program that aims to 
teach badminton in elementary school physical education classes. As a final point, the 
case of badminton classes for beginner elementary school students is reported on. 
